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令和２年８月２５日 

 

会員各位 

 

第６８回全国博物館大会 

大会委員長 銭谷 眞美 

 

第６８回全国博物館大会のご案内 

 

拝啓 

 時下ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。平素より博物館の運営、活動にご尽力されて

いることに敬意を表しますとともに深く感謝申し上げます。 

 さて、今年で６８回を数える全国博物館大会は、公益財団法人日本博物館協会の主催、神奈川県

博物館協会の共催のもと、神奈川県教育委員会、横浜市教育委員会の後援を得て、令和２年１１月

２５日（水）から１１月２６日（木）までの２日間、神奈川県横浜市において「変化の中の博物館 

―新たな役割と可能性―」をテーマに開催いたします。 

 本年の大会は、新型コロナウイルス感染症の拡大にともない、多くの博物館が臨時休館や展示内

容の見直しを迫られる、過去に例をみない状況のなかで開催する大会となりますが、逆境の中で新

たな事業に取組む施設も多く、改めてこれからの博物館の役割を考える重要な機会として、あえて

コロナ禍の下での博物館事業や運営を主要なテーマに設定しました。 

また、近年多発する大雨などによる自然災害についても、分科会のテーマとして取り上げ、昨年

の川崎市市民ミュージアムをはじめとして各地での被災を事例として、これからどのように災害に

対して準備をしておくべきかを考えます。 

 1,600 名近くの日本人が参加した昨年の ICOM 京都大会には、史上最高の 4,600 人が世界中から

日本に集まりました。成功裡に終了した大会から 1年が経過した今、世界はコロナ禍の中で想像を

超えた状況に直面しています。世界の博物館も大きな影響を受け、かつて経験したことのない課題

に直面する中で、これからの博物館の果たすべき役割が問われています。こうした「変化の時代」

に開催される今回の博物館大会を、これからの博物館を考えるための意義ある機会にして参りたい

と思います。 

 なお、コロナ禍の状況下で、大会規模を縮小しての開催となりますが、今後の情勢次第では、大

会の開催方法の変更もあり得ますことをご承知おきくださいますようお願い申し上げます。 

 

 

敬具  
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＜開催要項＞ 

主  催  公益財団法人日本博物館協会 

共  催  神奈川県博物館協会 

後  援  神奈川県教育委員会、横浜市教育委員会 

会  期  令和２年１１月２５日(水)～１１月２６日(木) ２日間 

会  場  横浜市開港記念会館 

〒２３１－０００５ 神奈川県横浜市中区本町１－６ 

 TEL：０４５－２０１－０７０８ 

 

案 内 図 

 

会場最寄駅 JR 関内駅へは 

JR 横浜駅から京浜東北線・根岸線で 

2 駅です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



3 

 

＜日程＞ 

今後のコロナウイルス感染拡大状況により、すべての予定が変更となる場合がございます

ので、ご了承ください。 

 

第１日目：１１月２５日（水） 会場： 横浜市開港記念会館 講堂 

 

  

時間 プログラム 

１１：００～１２：００ 表彰式・記念撮影：博物館功労者・永年勤続者 

※関係者のみ 

 

１２：００～１３：３０ 受付 

※検温等の感染予防対策を実施します。 

 

１３：３０～１４：１５ 

 

 

 

開会式 

 挨 拶：銭谷眞美（日本博物館協会長） 

 祝 辞：文部科学大臣、神奈川県、横浜市 

 表彰式：日本博物館協会賞、棚橋賞、博物館活動奨励賞 

 

１４：３０～１５：１５ 基調講演「新しい日常と博物館」（仮） 

講 師：養老孟司（東京大学名誉教授） 

 

１５：３０～１７：００ 全国博物館フォーラム「博物館を取り巻く課題と展望」 

・文化庁の取組 

・日本博物館協会活動報告  

・ICOM 京都大会総括 

 

１７：００～１８：００ 大会決議起草委員会  

※例年は当協会役員および参与で委員会を開催、決議（案）を作成して

いますが、今回は、委員会の日時設定により、一般の大会参加者にもオ

ブザーバーとして参加いただけます。 
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第２日：１１月２６日（木） 会場：横浜市開港記念会館 講堂 ほか 

時間 プログラム 

９：３０～１２：００ 分科会１「コロナ禍の下での博物館の取組」（仮） 

 

分科会２「コロナ時代の新しい博物館像」（仮） 

 

分科会３「身近に迫る危機への備え」（仮） 

 

※各分科会の詳細は次頁をご参照ください。 

 

１２：００～１３：００ 昼食／休憩 

 

１３：００～１３：３０ 展示会プレゼンテーション 

 

１４：００～１６：００ シンポジウム（分科会の総括） 

 司 会：半田昌之（日本博物館協会専務理事） 

 報告者：伊藤寿茂（新江ノ島水族館） 

 報告者：田口公則（神奈川県立生命の星・地球博物館） 

 報告者：高橋典子（シルク博物館） 

 

１６：００～ 全体会議、閉会式 
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分科会１：「コロナ禍の下での博物館の取組」（仮） 

新型コロナウイルス感染症の影響により、３月以降休館を余儀なくされるなか、どのような活動が行

われたのか、また、緊急事態宣言解除・開館後には、コロナ発生以前と展示や活動がどのように変わっ

たのか、博物館の現場の取組事例について報告し、これからのあり方を議論する。 

コーディネーター：伊藤寿茂（新江ノ島水族館） 

報告①「ハンズ・オン展示の行方」報告者：髙尾戸美（多摩六都科学館） 

報告②「新たな情報発信―Web の活用と課題―」報告者：三森典彰（千葉市動物公園） 

報告③「博物館は新型コロナウイルスの何を伝えるか―収集と保存―」 

報告者：森原明廣（山梨県立博物館） 

報告④「地域と美術館の新たなつながり」報告者：橋本善八（世田谷美術館）  

 

分科会２： 「コロナ時代の新しい博物館像」（仮） 

ウィズ・コロナ、あるいはアフター・コロナの対応が模索されるなかで、休館や、開館をしても入場

制限による入館者減など、コロナの影響で厳しい経営状況に陥る館もあり、博物館運営を取り巻く環境

は大きく変化している。博物館マネジメントの立場から、新しい博物館像について議論する。 

コーディネーター：田口公則（神奈川県立生命の星・地球博物館） 

報告①「コロナ禍における経営危機」報告者：岡村幸宣（原爆の図丸木美術館） 

報告②「コロナ禍と博物館評価」報告者：上山信一（慶應義塾大学） 

報告③「これからの美術館 ―経営の課題と展望―」報告者：逢坂恵理子（国立新美術館） 

報告④「コロナ禍による博物館学の今後」報告者：浜田弘明（桜美林大学） 

 

分科会３： 「身近に迫る危機への備え」（仮） 

近年は台風による大雨など、これまでに経験したことのない自然災害が頻繁に発生、全国各地で被災

する博物館も多く、建物や収蔵資料に甚大な被害が生じている。これら災害にどう対策を講じるべきか、

事例報告をもとに議論する。 

コーディネーター：高橋典子（シルク博物館） 

報告①「近年の自然災害による文化財被災の現状」報告者：天野真志（国立歴史民俗博物館） 

報告②「川崎市市民ミュージアムの浸水被害」報告者：佐藤美子（川崎市市民ミュージアム） 

報告③「博物館における災害対応」報告者：秋山純子（東京文化財研究所保存科学研究センター） 

報告④「来るべき危機に備える―リニューアルと災害対応―」  

報告者：安藤里恵（碧南市藤井達吉現代美術館） 

報告⑤「水害に対する防災対策」報告者：武田周一郎（神奈川県立歴史博物館） 
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 大会参加費について  

 

大会参加費   会員  ６，０００円 

非会員 １０，０００円 

（いずれも１名につき） 

 

※大会参加費は大会終了後の後払いとなります。 

詳細は次頁の「参加申込方法のご案内」でご確認ください。 

 

 

 

 資料交換のご案内  

 

資料交換ご希望の館園は、パンフレット、リーフレット等各２５０部を１１月２４日（火）必着にて

下記宛にご送付ください。 

 

送付先：〒231-0006 神奈川県横浜市中区南仲通 5-60 

神奈川県博物館協会（神奈川県立歴史博物館内） 

 全国博物館大会事務局 宛 

TEL：(045) 201 -0926 

 

 

 

 情報交換会について  

 

 新型コロナウィル感染症に関する感染予防対策として、集団での飲食をともなう情報交換会は中止と

いたします。 

 

 

 

 昼食・宿泊について  

 

 会場周辺にはレストランやホテルが多数ありますので、各自でご手配ください。 
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参加申込方法のご案内 

 

１．会場の定員について 

本年７月以降、主会場である横浜市開港記念会館では、新型コロナウイルス感染対策の一環として、

講堂の使用人数に制限があります。締切時点で定員を上回った場合には、大会事務局にて参加者人数を

調整させていただく場合がございますので、ご了承ください。 

 

２．申込方法について 

添付の申込書に必要事項を記入の上、E-mail もしくは FAX にてお申込みください。 

参加申込書は当協会 HP https://www.j-muse.or.jp/からダウンロードできます。 

１団体あたりの参加者は３名までエントリーいただけます。（但し、参加を保証するものではありま

せん。） 

コロナウイルス発生により状況が流動的であるため、参加の可否、キャンセル発生による繰り上げ参

加等、申込書受付後の連絡は、原則 E-mail にて行います。 

参加の可否については、申込代表者の E-mail アドレスへお知らせします。（１１月第１週に連絡を予

定いたしております。） 

なお、E-mail アドレスの記載がない場合は、電話もしくは FAX にてご連絡しますが、E-mail アドレ

ス記載のある方を優先いたしますので、連絡可能なメールアドレスを必ずお書きください。 

 

  ３．申込締切について 

参加申込締切は１０月３１日（土）です。（同日までキャンセル可）  

 

  ４．参加費の支払いについて 

今回の大会に限り、後払いとさせていただきます。 

 大会参加者には、大会当日、受付にて請求書をお渡ししますので、大会終了後に指定口座までお振込

みください。当日の支払いはご遠慮ください。 

 

 

 

今後のコロナウイルス発生状況により変更となる場合がございますので、ご了承ください。 

 

【参加申込書送付・問合せ先】 

公益財団法人日本博物館協会 大会係 

〒110-0007 東京都台東区上野公園 12-52 黒田記念館別館 3 階 

E-mail：webmaster@j-muse.or.jp 

TEL：03-5832-9108   FAX：03-5832-9109 

 

https://www.j-muse.or.jp/
mailto:webmaster@j-muse.or.jp

